





























































































　会計上のリスク概念についての先行研究としては、Bierman, Johnson and Peterson（1991）
がある。Bierman, Johnson and Peterson（1991）では、リスクを「不利な結果が起こるかも










企業は $15,000 の経済的損失を被り、$10,000 の会計的損失を被ることになる。












































































































































































































































■ 20X1 年 1月 1日（A社は毎年 12 月 31 日に会計年度を終了する）
・A社はB社に利子率 10％で、$1,000 を 2 年間貸し付ける契約を結んだ。
・当該貸付金に係る実効利子率は 10％である。
・ 当初予想損失（20X2年度末に $62 発生すると予想されている）を含めて算定される実効利子率は 7％
である（20）。
■ 20X1 年 12 月 31 日
・A社はB社から約定利息 $100 を受け取った。
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（21） 最善の見積りという用語は、「偏向のない（unbiased）」という意味から「最も可能性の高い（most 










grated effective interest rate）と呼ばれ（23）、IASBED（2009）において用いられる。後者（設










































































































準（金融商品）研究委員会 1995b，pp.10 and 111）。このように当時のプロジェクトの目的
に沿って、減損損失に「発生している可能性の高い損失」として信用リスクが反映されてい
たと考えることができる。
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